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３年ぶりに開催。みんなで参加しましょう！
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３年ぶりに開催。みんなで参加しましょう！

■問い合わせ先
　椎葉村企画観光課
　（☎67-3203）
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災
害
復
旧
費
の
大
幅
増
額

（
２
０
５
・
５
％
増
）で
歳
出
決

算
額
が
83
億
円
を
突
破
！

村
の
決
算
と
財
政
状
況
を

報
告
し
ま
す
。

決
算
報
告

平成17年度

　

平
成
17
年
度
に
お
け
る
本
村
の

一
般
会
計
財
政
規
模
は
、
歳
入

84
億
８
千
５
１
８
万
８
千
円
、
歳
出

83
億
２
千
７
３
７
万
１
千
円
と
な
り
、

前
年
度
の
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

で
23
億
２
千
17
万
８
千
円（
37
・
６
％
）、

歳
出
で
22
億
３
千
９
７
２
万
２
千
円

（
36
・
８
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
、
歳
出
と
も
に
災
害
復
旧
事
業

の
影
響
で
大
幅
に
増
額
と
な
り
ま
し

た
が
、
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
は

１
億
６
千
79
万
３
千
円（
△
22
・
０
％
）、

人
件
費
が
５
千
３
百
17
万
３
千
円
（
△

５
・
８
％
）
の
大
幅
な
減
額
（
昨
年
比
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
村
の
財
政
状
況
を
表
す

指
標
、
経
常
収
支
比
率
は
83
・
９
％

（
４
・
８
％
減
）
と
人
件
費
や
公
営
企
業

に
対
す
る
繰
出
金
の
減
額
等
の
影
響
も

あ
り
ま
す
が
、
自
立
の
た
め
の
行
政
改

革
・
財
政
計
画
が
着
実
に
進
ん
で
き
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

今
後
も
予
測
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の

減
額
な
ど
で
財
政
事
情
は
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
ま
す
が
、
諸
政
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
経
費
節
減
に
努
め
、
財
政
構
造
の

弾
力
化
、
効
率
的
財
政
運
営
の
構
築
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

決
算
の
概
要

総務費　920,777千円（11.1％）
【主な事業】
村 営 バ ス 運 行 業 務 38,707千円
電 算 管 理 費 8,024千円
地 籍 調 査 事 業 33,889千円
移 動 通 信 用 鉄 塔 施 設 37,456千円

民生費　527,832千円（6.3％）
【主な事業】
災 害 救 助 費 117,578千円
高 齢 者 住 宅 改 造 助 成 2,100千円
老 人 保 護 措 置 事 業 18,490千円
身体障害者住宅改造助成 3,666千円
予 防 接 種 事 業 3,949千円

衛生費　501,993千円（6.0％）
【主な事業】
合併処理浄化槽設置事業 42,476千円
ご み 焼 却 施 設 運 営 費 24,600千円
塵 芥 処 理 費 59,036千円
し 尿 処 理 費 44,671千円

農林水産業費　712,905千円（8.6％）
【主な事業】
経 営 構 造 対 策 事 業 38,600千円
中山間地域直接支払交付金 44,390千円
国 土 保 全 造 林 28,384千円
宮崎の園芸競争力強化対策事業 11,473千円
優 良 雌 牛 導 入 貸 付 15,000千円
プラスワンむらづくり事業 12,655千円
公 有 林 整 備 25,972千円
森林整備地域活動支援交付金 92,325千円
林 道 開 設 舗 装 事 業 41,175千円

林 地 崩 壊 防 止 事 業 25,692千円
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■財政力指数　0.174（町村平均0.315）
　市町村の財政力を示す指数。１に近いほど普通交付税算定上の留保
財源が大きく、財源に余裕があります。

■経常収支比率　83.9％（町村平均88.8％）
　財政構造の弾力性を測定する指標。この比率が低いほど新たな行政
需要に弾力的に対応し、経済変動にも的確に対処することが容易にな
ります。 

■実質公債費比率　13.2％（町村平均14.0％）
　総務省が本年度から導入した新しい財政指標。自治体収入に対する
借金返済額の比率を示す。従来の起債制限比率には反映されなかった、
一般会計から特別会計への繰り出し金も含まれ、自治体の財政実態を
より正確に把握できる。18％以上になると、新たに地方債を発行して
借金をする際、財政運営の計画を立てて国や都道府県の許可が必要と
なる。25％以上だと、単独事業の地方債が一部認められなくなり、起
債制限団体となる。

■積立金現在高　19億５千５百万円（町村平均14億45百万円）
　特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てたもの。または
定額の資金を運用するために設けられているもののことです。

■国民健康保険事業
　歳入 402,562千円 　歳出 387,149千円

■老人保健事業
　歳入 412,728千円 　歳出 412,643千円

■簡易水道事業
　歳入 50,183千円 　歳出 49,229千円

■国民健康保険病院事業
　歳入 581,993千円 　歳出 575,572千円

■電気事業
　歳入 17,365千円 　歳出 44,222千円

■介護保険事業
　歳入 320,319千円 　歳出 306,548千円

【
特
別
会
計
】

議会費　72,928千円
　　　　（0.9％）

公債費　904,276千円
　　　　（10.9％）

災害復旧費
3,973,681千円

（47.7％）

教育費
449,847千円（5.4％）
【主な事業】
人づくり推進費 3,680千円
文 化 財 保 護 費 24,917千円
小中学校管理費 74,076千円

消防費　44,833千円（0.5％）

商工費
28,751千円

（0.3％）

土木費　189,548千円（2.3％）
【主な事業】
村 道 維 持 費 58,901千円
木造住宅建築支援事業費 4,000千円
急傾斜地崩壊対策事業 45,668千円
住 宅 維 持 管 理 16,135千円
災 害 関 連 地 域 防 災 26,927千円

※（　）は構成比

Public Relations of  SHIIBA �



　

９
月
９
〜
10
日
、
第
20
回
ひ
え
つ
き

節
日
本
一
大
会
が
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
、
昨
年

と
台
風
災
害
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
た

め
３
年
ぶ
り
。
民
謡
ひ
え
つ
き
節
の
発

祥
地
で
も
あ
る
本
村
で
唄
い
手
日
本
一

を
決
め
る
こ
の
大
会
に
は
、
正
調
・
一

般
・
少
年
少
女
の
３
部
門
に
県
内
外
か

ら
１
９
９
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
秋
を
迎
え
た
こ
の
季
節
、出
場
者
は

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
な
が
ら
昔
の

人
々
の
暮
ら
し
や
想
い
を
表
現
し
て
、日
頃

鍛
え
た
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

【
正
調
の
部
】

・
優　

勝　

竹
中　

稔
和
（
日
向
市
）

・
準
優
勝　

野
村
ケ
サ
子
（
椎
葉
村
）

・
３　

位　

高
見
イ
ク
エ
（
日
向
市
）

・
努
力
賞　

尾
前　

迦
代
（
椎
葉
村
）

・　

〃　
　

椎
葉　

浪
子
（
椎
葉
村
）

・　

〃　
　

椎
葉
キ
ヨ
子
（
椎
葉
村
）

・　

〃　
　

那
須　
　

守
（
日
向
市
）

【
一
般
の
部
】

・
優　

勝　

小
渕　

愛
子
（
宮
崎
市
）

・
準
優
勝　

椎
葉　

孝
光
（
日
向
市
）

・
３　

位　

倉
尾
由
美
子
（
南
郷
町
）

・
努
力
賞　

河
内　

正
二
（
日
向
市
）

・　

〃　
　

中
脇　

貴
愛
（
熊
本
県
）

・　

〃　
　

高
山　
　

繁
（
美
郷
町
）

・　

〃　
　

河
野　

通
忠
（
西
都
市
）

被
災
乗
り
越
え
３
年
ぶ
り
の
開
催
！

　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

【
少
年
少
女
の
部
】

・
優　

勝　

鸙
野　

あ
や
（
宮
崎
市
）

・
準
優
勝　

那
須　

裕
美
（
椎
葉
村
）

・
３　

位　

西
立
野
彩
加
（
小
林
市
）

・
努
力
賞　

植
木
あ
ず
さ
（
日
向
市
）

・　

〃　
　

小
田
亜
貴
子
（
日
向
市
）

・　

〃　
　

関
口　

爽
伽
（
日
向
市
）

・　

〃　
　

小
田
有
希
子
（
日
向
市
）

【
特
別
賞
】

・
村
長
賞　

竹
中　

稔
和
（
日
向
市
）

・
村
議
会
議
長
賞

小
渕　

愛
子
（
宮
崎
市
）

・
村
教
育
長
賞鸙

野　

あ
や
（
宮
崎
市
）

・
村
商
工
会
長
賞

奈
須　

カ
ル
（
美
郷
町
）

・
日
向
農
協
椎
葉
支
店
長
賞

鶴
田　
　

勇
（
福
岡
県
）

・
耳
川
広
域
森
林
組
合
椎
葉
支
所
長
賞

　

椎
葉　

椙
則
（
椎
葉
村
）

・
宮
崎
銀
行
椎
葉
支
店
長
賞

尾
前　

菜
奈
（
椎
葉
村
）

■
大
会
記
念
歌
詞
コ
ン
ク
ー
ル

・
最
優
秀
賞　

野
村
ケ
サ
子（
椎
葉
村
）

　
「
平
家
伝
説　
秘
境
の
里
に　
ヨ
ー
ホ
イ

　
　

今
夜
一
夜
を　

あ
か
し
た
い
」

・
優
秀
賞　

黒
木　

善
一（
日
向
市
）

　
「
ひ
え
は
つ
け
つ
け　

若
い
衆
方
よ

　
　

里
の
命
の　

元
じ
ゃ
も
の
」

第20回

▲アトラクションで大会を盛り上げた
尾八重ひえつき節保存会。

▲各部門優勝者。
左から竹中さん、小渕さん、鸙野さん。

▲正調の部には多くの村民も出場しました。

▲古郷太鼓「扇一座」の皆さんが
郷土芸能の夕べで太鼓演奏を披露。

▲審査委員長を務めた
小島美子氏（国立歴史
民俗博物館名誉教授）。
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椎
葉
村
消
防
団
（
尾
前
満
団
長　

団
員
３
２
０
人
）
が
平
成
17
年
台
風
14
号
に
よ

る
災
害
時
に
お
い
て
、
被
災
者
救
出
と
水
防
活
動
等
に
献
身
的
に
従
事
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
尾
前
満
団
長
が
出
席
。
小
泉
純

一
郎
前
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
直
接
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
式
終
了
後
に
は
安

倍
晋
三
内
閣
官
房
長
官
（
当
時
）
か
ら
も
同
団
長
に
対
し
て
労
い
と
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
本
村
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
地
域
防
災
に
は
自
治
的
な
消
防

団
活
動
が
欠
か
せ
ず
、
内
外
か
ら
も
厚
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

椎
葉
村
消
防
団

村
消
防
団
が
追
悼
式

　

９
月
８
日
、
村
消
防
団
が
上
椎
葉
上

区
の
台
風
14
号
被
災
現
場
で
追
悼
式
を

行
い
ま
し
た
。
災
害
か
ら
１
年
経
過
し
復

旧
工
事
が
進
め
ら
れ
る
中
、
団
長
、
副
団

長
の
幹
部
を
は
じ
め
各
部
長
も
出
席
。
全

員
で
黙
と
う
を
し
た
後
、
団
長
が
花
束
を

供
え
て
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。
ま
た
終
了
後

に
は
、
椎
葉
厳
島

神
社
で
防
災
活
動

に
お
け
る
安
全
祈

願
も
行
い
ま
し
た
。

▲小泉首相（前列中央）と出席した尾前満団長（前列右端）

村
内
児
童
生
徒
の

家
庭
学
習
状
況
は
？

　

宮
崎
県
の
教
育
の
重
点
課
題
の
一
つ

に
「
学
力
向
上
」
が
あ
げ
ら
れ
、
椎
葉

村
内
の
小
・
中
学
校
で
も
児
童
生
徒
の

学
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
確

実
な
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
家
庭
学

習
の
習
慣
化
が
必
要
で
す
。

■
椎
葉
村
の
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
学
習

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
、
椎
葉
村
校
長
会
が
実
施
し
た

調
査
の
結
果
（
左
の
グ
ラ
フ
）
を
見
る

と
、「
毎
日
家
庭
学
習
が
で
き
て
い
る
」

と
答
え
た
児
童
生
徒
は
、
学
年
が
進

む
に
つ
れ
て

少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま

す
。
特
に
中

学
２
年
生
が

悪
く
、
４
割

程
度
の
生
徒

し
か
家
庭
学

習
の
習
慣
が

身
に
付
い
て

い
ま
せ
ん
。

■
１
日
の
勉
強
時
間
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

小
学
校
１
年
生
は
「
30
分
」、
２
年

生
は「
１
時
間
」の
児
童
が
多
く
、５
・
６

年
生
に
な
る
と
「
１
時
間
30
分
」
か
ら

「
２
時
間
」
の
児
童
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
中
学
生
は
、「
２
時
間
」
の
生
徒

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
年
生
は

「
２
時
間
に
達
し
て
い
な
い
」
生
徒
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
中
学
２
年
生
は
中

だ
る
み
の
時
期
で
学
習
面
、
生
活
面
と

も
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

椎
葉
村
内
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
、

県
平
均
や
東
臼
杵
郡
の
平
均
と
比
べ
て

も
低
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
年
に

よ
っ
て
は
県
や
郡
平
均
よ
り
高
い
数
値

を
示
し
て
い
る
学
年
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
村
内
の
児
童
生
徒
の
学
力
を
伸
ば

し
て
い
く
に
は
、
今
後
学
校
と
家
庭
が

よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、
家
庭
学
習
の
習

慣
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家庭学習への取組
（「毎日家庭学習ができている」と答えた子ども）

▲椎葉中学校醇和寮（夜の学習の様子）

①

新
シ
リ
ー
ズ

椎
葉
村
小
中
学
校
長
会
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椎葉
晃充
村長の

９月
の
動き

４日　庁議、交通安全協会総会

　　　（役場）

５日　国道388号整備促進要望（県庁）

６日　議会運営委員会（委員会室）

８日　消防部長会（役場）

９日　第20回ひえつき節日本一大会

　　　予選（村開発センター）

10日　第20回ひえつき節日本一大会

　　　決勝（村開発センター）

12日　村議会９月定例議会（〜15日）

15日　すこやか出生祝金贈呈式

　　　台風13号災害警戒会議

　　　（村長室）

21日　秋の交通安全運動街頭キャン

　　　ペーン（物産センター平家本

　　　陣前）

25日　売電交渉

　　　（〜 26日　九州電力㈱本社）

27日　入札（役場）

28日　高齢者福祉まつり（村体育館）

　　　知事と市町村長との本音トーク

　　　（諸塚村）

▲ひえつき節日本一大会表彰式
（10日）

平成18年度 東臼杵郡民体育大会

椎葉村が2年連続の
 総合優勝！

　８月27日、美郷町西郷区で行われた東臼杵郡民体育大会で、本村
チームが２年連続となる５回目の総合優勝を果たしました。今回は
市町村合併後、５町村（前回までは10
町村）になっての初めての大会。
　近隣町村が市町村合併により選手層
が厚くなったのに対して、本村は男子
の部が大差で優勝するなど各種目で上
位入賞を果たし、素晴らしい成績を残
しました。大会の各結果については次
のとおりです。

■
団
体
成
績

　

男
子
の
部　

優
勝　

１
０
３
点

　

女
子
の
部　

５
位　
　

２
６
点

　

総
合
の
部　

優
勝　

１
２
９
点

■
個
人
成
績　

※
３
位
入
賞
の
み

・
中
学
男
子
２
０
０
ｍ

　

優
勝　

椎
葉
慎
太
郎
（
26
秒
４
）

　

３
位　

尾
前　

俊
樹
（
26
秒
８
）

・
男
子
Ｂ
１
０
０
ｍ

　

２
位　

那
須　

力
男
（
12
秒
５
）

・
男
子
Ｃ
１
０
０
ｍ

　

３
位　

高
島　

清
行
（
13
秒
７
）

・
男
子
Ｆ
１
０
０
ｍ

　

２
位　

椎
葉　

司
朗
（
14
秒
５
）

・
男
子
共
通
１
５
０
０
ｍ

　

優
勝　

米
田　
　

透（
４
分
33
秒
）

・
男
子
Ｂ
２
０
０
０
ｍ

　

優
勝　

米
田　
　

透（
６
分
11
秒
）

・
男
子
Ｃ
Ｄ
共
通
２
０
０
０
ｍ

　

３
位　

椎
葉　
　

豊（
７
分
16
秒
）

・
女
子
Ｄ
１
０
０
ｍ

　

優
勝　

那
須　

邦
子（
18
秒
３
）

・
中
学
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

優
勝　

椎
葉
村
（
51
秒
６
）

・
中
学
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

３
位　

椎
葉
村
（
１
分
02
秒
）

・
男
子
共
通
８
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

３
位　

椎
葉
村
（
１
分
43
秒
）

・
団
技　

綱
引
き

　

優
勝　

椎
葉
村

・
団
技　

む
か
で
競
争

　

２
位　

椎
葉
村

・
男
子
Ｅ
２
０
０
０
ｍ

　

優
勝　

黒
木　

武
人（
７
分
23
秒
）

・
男
子
Ａ
走
幅
跳

　

２
位　

岡
村　

亮
二
（
５
ｍ
72
）

・
男
子
Ｂ
走
幅
跳

　

優
勝　

椎
葉　

聖
哉
（
５
ｍ
52
）

・
男
子
Ｃ
走
幅
跳

　

優
勝　

高
島　

清
行
（
４
ｍ
79
）

・
男
子
共
通
走
高
跳

　

優
勝　

甲
斐　

裕
一
（
１
ｍ
75
）

・
男
子
Ａ
砲
丸
投

　

３
位　

安
藤
勝
一
郎
（
９
ｍ
73
）

・
男
子
Ｂ
砲
丸
投

　

優
勝　

甲
斐　

秀
二
（
11
ｍ
00
）

・
男
子
Ｃ
砲
丸
投

　

２
位　

岡
村　

正
司
（
11
ｍ
69
）

・
男
子
Ｅ
砲
丸
投

　

２
位　

黒
木　

保
隆
（
11
ｍ
01
）

・
女
子
Ｃ
１
０
０
ｍ

　

優
勝　

那
須
美
代
子
（
15
秒
９
）

▲優勝した中学男子リレーの
メンバー

▲総合優勝を果たした選手、
役員の皆さん
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広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより
広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより

　

椎
葉
ア
ス
エ
さ
ん
宅（
竹
ノ
枝
尾
日
添
）

に
毎
日
や
っ
て
来
る
タ
ヌ
キ
の
親
子
が
評

判
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
頃
、
タ

ヌ
キ
が
家
の
周
辺
に
来
る
よ
う
に
な
り
、

な
ぜ
か
飼
っ
て
い
る
ネ
コ
の
エ
サ
を
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
通
っ
て
来
る
姿
を
見

た
ア
ス
エ
さ
ん
は
、
コ
ン
吉
と
名
前
を
付

け
て
可
愛
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
に
な
る
と
朝
早
く
か
ら
玄
関
先
で

ア
ス
エ
さ
ん
を
待
つ
よ
う
に
な
り
、
お
ま

け
に
子
ど
も
ま
で
連
れ
て
く
る
よ
う
に
。

警
戒
心
が
強
い
は
ず
の
タ
ヌ
キ
た
ち
も
、

ア
ス
エ
さ
ん
の
優
し
さ
に
心
を
許
し
、
今

で
は
立
派
な
毛
並
み
で
ま
る
ま
る
と
太
っ

て
愛
想
を
振
り
ま
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
小
崎
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

黒
木
有
美
）

■
会　

長　

・
仲
塔

　
　

那
須　

福
美
（
☎
６
７

－

４
０
１
７
）

■
副
会
長　

・
鹿
野
遊

　
　

川
野　

育
子
（
☎
６
７

－

２
６
３
１
）

■
委　

員

・
上
椎
葉

　
　

尾
前　

聡
子
（
☎
６
７

－

３
１
３
０
）

・
尾
八
重

　
　

椎
葉
洋
一
郎
（
☎
６
７

－

２
２
６
１
）

・
不
土
野

　
　

那
須　

光
子
（
☎
６
７

－

５
４
２
０
）

・
尾
向

　
　

椎
葉
キ
ク
子
（
☎
６
７

－

５
５
１
５
）

・
栂
尾

　
　

黒
木
美
代
子
（
☎
５
９

－

０
２
７
５
）

・
小
崎

　
　

黒
木　

有
美
（
☎
６
７

－

２
５
７
１
）

・
大
河
内

　
　

小
川　

弘
志

（
☎
０
９
８
３

－

４
１

－

８
４
３
３
）

・
松
尾

　
　

中
竹　
　

栄
（
☎
６
７

－

１
５
２
０
）

　

私
た
ち
モ
ニ
タ
ー
協
議
会
は
、８
月
４
〜
５
日
に
旧
北
浦
町
（
延
岡
市
）

の
“
光
き
た
う
ら
ネ
ッ
ト
”
の
加
入
者
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
設
備
整
備
事

業
の
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
町
内
全
世
帯
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
で
接
続
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
地
域
情
報
交
流
基
盤
整
備

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
つ
つ
加
入
者

系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
す
る
際
に
総
務
省
か
ら
の
所
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

何
と
も
難
し
い
話
な
の
か
な
？
と
不
安
で
聞
き
入
っ
て
い
る
と
・
・
・
と

て
も
簡
単
で
、
し
か
も
大
変
便
利
な
の
で
す
。
こ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
を
活
用
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
①

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
②
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｉ
Ｐ
告
知

サ
ー
ビ
ス
）、
③
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
、
④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
す
。
そ
の
中
で
、
今
欲
し
い
な
と
思
っ
た
の
が
②
と
③
で
す
。
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
と
言
う
の
は
役
場
か
ら
緊
急
放
送
を
全
町
民
へ
放
送
し
ま
す
。

受
信
確
認
ボ
タ
ン
に
よ
り
聞
い
て
い
る
か
否
か
、
そ
し
て
放
送
の
再
生
機
能

に
よ
り
再
度
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
ボ
タ
ン
操
作
の
み
の
と
っ
て
も
簡

単
な
機
器
で
し
た
。）
さ
ら
に
地
区
別
の
登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
・

集
落
ご
と
の
お
知
ら
せ
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
そ
し
て
③
で
す
が
、
こ
れ
は
電

話
機
に
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
接
続
す
る
だ

け
で
、
町
内
の
友
人
知
人
同
士
で
、
無

料
で
電
話
が
か
け
ら
れ
ま
す
。（
こ
れ
な

ら
心
ゆ
く
ま
で
お
話
が
で
き
ま
す
ね
）

　

不
思
議
な
お
話
で
し
た
が
、
実
際
に

操
作
な
ど
し
て
み
て
椎
葉
村
も
こ
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
日
が
早

く
く
る
と
い
い
な
と
考
え
ま
し
た
。

（
上
椎
葉
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員

　

尾
前
聡
子
）

「
光
き
た
う
ら
ネ
ッ
ト
」

　

視
察
研
修
に
参
加
し
て

毎
日
や
っ
て
来
る
珍
客

身
近
な
情
報
発
信
は

私
た
ち

各
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員
へ

お
任
せ
く
だ
さ
い
！
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Kiaora
■椎葉村外国語指導助手

Anna  Dwyer
アナ　ドゥワヤー
（ニュージーランド出身）

Shiiba Son October Article

This summer I was lucky enough to attend a Japanese language school in Fukuoka. There were many students from all 
over the world. In my class there were people from England, a Norwegian, Hong Kong, and two Americans. 
The Japanese teachers were very interesting people. They had all been trained in how to teach Japanese to foreigners (this 
is not as easy as one would think). They all spoke English well but we were not allowed to speak English in the classroom, 
only Japanese, of course.
 It reminded me how hard it must be for Shiiba`s students learning English. You are all so brave!! And remember you have 
to make mistakes in order to learn from them, especially when learning a new language. So when you feel it’s too hard 
“try and try again and never give up”!  Just believe you can do it and you will succeed! With the words from a great sports 
trainer Shiiba is lucky to have, I quote “Your efforts will be suddenly rewarded”. 
After the Japanese course in August I flew home to ‘middle earth’ New Zealand for winter. 
This June and July N.Z experienced one of the coldest winters on record and snow covered the whole south island. The 
snow was so thick in parts that power lines were crippled under its weight cutting off power and closing roads in some 
areas for more than two weeks. So it was even more extremely cold for me arriving from Japans height of summer. But the 
warm smiling faces of my family and friends more than made up for the temperature shock. 
On the way back to Japan I stopped in Hong Kong to visit a friend I had made on the Japanese course in Fukuoka. It’
s amazing how sharing in learning a new language can open so many doors and 
friends and experiences that you never thought were there before. 

With this in mind did you know there are ‘FREE’ English language classes run by 
Shiiba’s kyouikuiinkai (B.O.E) that anyone is welcome to attend? 
They range from… 
●Pre-school ‘Kids’ (0-6 years) old. Thurs 6:30 to 7:30pm
●Shogakko students and up: Wednesday 6:30 to 7:30pm
●Adults: Conversation and music class: Wednesday 7:45 to 9 pm. (bring along 
your favorite English songs or an instrument).

　今年の夏ラッキーにも私は福岡の日本語学校に参加することができました。そこには世界中からたくさんの生徒がいて、
私のクラスにはイギリス、ノルウェー、香港、そして２人のアメリカ人がいました。
　日本人の先生はとてもおもしろい人たちで、彼らは皆どのように外国人に日本語を教えるか訓練されてきた人たちでし
た。（これは誰もが考えるような簡単な事ではありません。）先生方は英語がとても上手だったのですが、私たちは教室で
英語を話すことは許されず、もちろん日本語だけで話さなければなりませんでした。
　この体験で私は椎葉の生徒たちにとって英語を学ぶことはこんなにも難しいことだと気づかされたのです。椎葉の生徒
のみなさんはえらい！！ そしてみなさん、言語を・・特に新しい言語を学ぶときには間違いをしなければならないものだ
と覚えておいてください。そしてもしみなさんが困難だと思っても、『もう一度やってみて！ 絶対あきらめないで！』。
みなさんが絶対できると信じればきっと成功します。スポーツトレーナーの椎葉さんがこう言っていましたので引用しま
す、『あなたの努力はきっといつか突然報われる』と。
　８月の日本語講習の後、私は冬の“真っ只中”であるニュージーランドに帰郷しました。今年の６・７月ニュージーラ
ンドは記録的な寒さになり、雪が南島全土を覆ってしまいました。ところにより雪がとても厚く積もり、重みで送電線が
切れてしまったり、ある地域では２週間以上も道が閉ざされてしまいました。だから夏真っ盛りの日本から到着した私に
とってことさら寒かったのです。でも、この衝撃を私の家族や友人の温かい笑顔が癒してくれました。
　日本に帰る途中、私は福岡での日本語学校でできた友人に会うために香港に滞在しました。新しい
言語を共に学ぶことは以前には考えもしなかったような多くの未来に通じる扉や友達、そして経験を
手に入れることができることに驚きました。
　ところで、椎葉村教育委員会が運営しているどなたでも参加大歓迎の無料英会話教室をご存知で
したか？　・・それは次のように開催されています。
●小学生未満（０〜６才）・・・木曜日　午後６：30 〜７：30
●小学生　　　　　　　　・・・水曜日　午後６：30 〜７：30
●大人：英会話・音楽教室・・・水曜日　午後７：45 〜９：00

（あなたの大好きな洋楽や楽器を持ってきてください） 和訳：寺原ひろみさん（上椎葉出身）
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昔
あ
る
所
の
村
は
ず
れ
に
、
太
郎
と
い
う
若
者

が
住
ん
で
お
っ
た
。
そ
ん
太
郎
は
仕
事
嫌
い
で
、

毎
日
毎
日
、
寝
て
ば
か
り
お
っ
た
。
隣
と
な
り
近
所
の
人

た
ち
は
、「
あ
り
ゃ
あ
、
い
つ
も
寝
て
ば
っ
か
り

お
る
が
」
ち
て
、
三
年
寝
太
郎
と
い
う
渾あ
だ
な名
を
付

け
た
。
寝
太
郎
は
、
何
と
か
仕
事
は
せ
ん
で
、
渡

世
は
で
け
ん
も
の
か
、
と
そ
れ
ば
っ
か
り
考
え
て

お
っ
た
。
そ
ん
寝
太
郎
が
、
隣
村
の
長
者
の
所
に

娘
が
お
る
が
、あ
そ
こ
の
婿
養
子
に
な
っ
た
な
ら
、

寝
て
お
っ
て
も
渡
世
で
き
る
か
も
し
れ
ん
、
ち
て

考
え
た
。
そ
し
て
町
に
行
て
、鳩は
と

を
一
羽
買
う
た
。

そ
れ
か
ら
、
提ち
ょ
う
ち
ん灯

も
一
つ
買
う
た
。
そ
れ
か
ら
、

隣
村
の
長
者
屋
敷
の
上
の
方
の
荒
神
様
①
を
祭
っ

て
あ
る
大
け
な
大
木
の
上
に
登
っ
た
。

　

日
が
暮
れ
て
夜
に
な
っ
た
。・
・
・
そ
う
す
る

と
寝
太
郎
は
大
け
な
声
で
、「
長
者
に
伝
え
る
。

よ
う
聞
け
。
俺
は
、
こ
の
山
の
荒
神
じ
ゃ
。
ず
っ

と
昔
か
ら
長
者
屋
敷
を
見
守
っ
て
き
た
。
隣
の

村
の
村
は
ず
れ
に
住
ん
で
お
る
、
三
年
寝
太
郎

と
い
う
若
者
を
、
娘
の
養
子
に
取
ら
ん
と
、
長

者
屋
敷
は
た
ち
ま
ち
潰つ
ぶ

る
る
ぞ
！ 

荒
神
の
お
告

げ
じ
ゃ
」。
そ
う
言
う
て
、
提
灯
に
火
を
点つ

け
た
。

そ
う
し
て
、
鳩
の
足
首
に
提
灯
を
下
げ
て
、
放
し

た
。
鳩
は
、
長
者
屋
敷
の
上
に
一い
っ
ぺ
ん遍

廻
っ
て
、
峠

の
方
に
消
え
て
行
っ
た
り
ゃ
あ
、
寝
太
郎
は
、
う

ま
い
こ
と
い
っ
た
わ
い
ち
て
思
う
て
、
荒
神
様
の

大
木
の
天と
っ
ぺ
ん辺
か
ら
降
り
て
、
家
へ
戻
っ
て
、
い
つ

も
の
よ
う
に
、
寝
て
お
っ
た
。

　

隣
村
の
長
者
殿
は
、
明
く
る
日
、
さ
っ
そ
く
娘

を
連
れ
て
、
寝
太
郎
の
所
に
や
っ
て
来
た
。
そ
う

し
て
、
寝
太
郎
に
「
寝
太
郎
殿ど
ん

。
家う
ち

の
娘
の
養
子

に
な
っ
て
く
れ
ん
か
」
ち
て
言
う
て
、
頭
を
畳
み

に
擦こ
す

り
付
け
て
頼
う
だ
。
寝
太
郎
は
「
俺
は
養
子

に
な
ら
ん
こ
と
は
、
ね
ぇ
け
れ
ど
も
、
仕
事
が
好

き
で
ね
ぇ
。
仕
事
を
せ
ず
に
、
寝
て
お
っ
て
え
ぇ

な
ら
、
娘
の
婿む
こ

に
な
っ
て
も
え
ぇ
が
」。
ち
て
長

者
に
言
う
た
。

　

長
者
は
「
寝
太
郎
殿
。
仕
事
は
何な
ん

も
せ
ん
で
も

え
ぇ
。
仕
事
は
下
男
や
女
中
が
す
る
か
ら
、
寝ね

転こ
ろ

う
で
、
そ
の
監
督
を
し
て
、
お
り
ゃ
あ
え
ぇ
」
ち

て
言
う
た
。
寝
太
郎
は
長
者
殿
の
婿
に
な
っ
て
、

一
生
寝
て
暮
ら
し
た
、
と
い
う
お
話
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

吉
田
扶
希
子
・

大
部
志
保
・
森
山
苑
子
・
宮
本
真
子
）

①
荒
神
様
＝
天
神
で
、
そ
の
家
の
氏
神
。
そ
の
家

そ
の
一
門
ひ
い
て
は
そ
の
集
落
の
生
活
・
産
業
の

守
り
神
。
水
の
神　

話
型
＝
運
の
よ
い
俄
武
士

発
端
句
＝
昔
あ
る
所
の

結
末
句
＝
と
い
う
お
話

（
解
説
）「
三
年
寝
太
郎
」
は
、
怠
け
者
が
偶
然
の

出
来
事
か
ら
思
い
が
け
な
い
幸
運
を
掴
む
筋
が
典

型
話
だ
が
、
椎
葉
の
場
合
、
そ
れ
な
り
に
努
力
？

し
て
い
る
し
、
長
者
に
な
っ
て
も
、
下
男
・
女
中

の
監
督
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
な
ら
ば
、
や

は
り
気
働
き
の
要
る
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
、
主
題

が
違
う
、
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
世
の
中
で
生
き

て
行
く
以
上
、
一
生
懸
命
考
え
・
働
か
ね
ば
生
き

て
は
行
け
な
い
、
と
い
う
椎
葉
ら
し
い
筋
に
変
え

ら
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

　

山
か
ら
戻
り
お
っ
た
り
ゃ
あ
、
ち
ょ
う
ど
谷
に

三み

つ

ご
歳
児
ぐ
れ
ぇ
の
も
の
が
蛇
岩
の
と
こ
ろ
に
立
っ

と
っ
た
ち
ゅ
う
わ
い
。
こ
り
ゃ
異い

な
も
の
よ
な
、

今
ま
で
見
た
こ
と
も
ね
ぇ
も
の
じ
ゃ
が
、
と
声こ
わ

作づ
く

り
①
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
河が
わ
っ
ぱ童
ら
し
い
も

の
が
、
よ
り
返
っ
て
②
、
こ
う
見
た
と
こ
ろ
が
、

口
が
耳
ま
で
裂
け
た
よ
う
な
猿
み
た
い
な
も
ん

じ
ゃ
っ
た
わ
い
。
こ
っ
ち
も
魂た
ま
が消
る
、
向
こ
う
も

魂
消
っ
て
な
ぁ
、
谷
く
ん
だ
り
③
、
た
っ
た
ひ
と

ま
く
ら
か
し
い
④
く
ん
だ
り
お
っ
て
⑤
、
鍋
の
尻

を
引
っ
こ
さ
ぐ
よ
う
な
音
⑥
が
し
た
っ
た
ぞ
、
と

言
い
よ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
気
ぃ
な
っ
て
、
山
小

屋
ぁ
戻
っ
と
た
り
ゃ
あ
、「
孫
が
死
ん
だ
」
っ
て
、

家
か
ら
使つ
け

ぇ
が
来
た
っ
た
、
ち
ゅ
う
わ
い
。
そ
れ

が
通つ
う

知じ

じ
ゃ
っ
ち
ろ
う
な
。

（
聞
き
手　

椎
葉
ユ
キ
ノ

西
南
学
院
大　

吉
田
扶
希
子
・
大
部
志
保
・

宮
本
真
子
・
森
山
苑
子
）

発
端
句
＝
昔
な
ぁ

結
末
句
＝
ち
ゅ
う
ぞ

話
型
＝
世
間
話

①
声
作
り
＝
咳
き
ば
ら
え

②
よ
り
返
っ
て
＝
そ
り
返
っ
て

③
谷
く
ん
だ
り
＝
谷
の
下
方
へ

④
ひ
と
ま
く
ら
か
し
い
＝
一
瞬
の
間

⑤
く
ん
だ
り
お
っ
て
＝
降
り
て
い
っ
て

⑥
鍋
の
尻
を
引
き
こ
さ
ぐ
よ
う
な
音
＝
鍋
の
浦
を

引
っ
掻
く
よ
う
な
音

（
解
説
）
河
童
の
正
体
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
。
昔
の
人
の
中
に
は
、
河
童
に
出
会
っ
た
人
が

い
て
、
様
々
に
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
壮
市
さ
ん

の
聞
き
伝
え
も
そ
の
貴
重
な
話
で
あ
る
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

「
三
年
寝
太
郎
」

語
り
手　

那
須
英
一
さ
ん
（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85

「
河
童
の
お
告
げ
」

語
り
手　

椎
葉
壮
市
さ
ん（
臼
杵
又
）

昭
和
13
年
３
月
23
日
生
ま
れ
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青少年アジア友好の翼
　８月17 〜 21日、本村の中学３年生 39 人が「青少年アジア友
好の翼」事業でシンガポールを訪問しました。村教育委員会が
人材育成基金を利用して国際色豊かな青少年の育成を目的に毎
年行っている同事業。今回は、シンガポール親善協会の協力の
もと、ホームステイをするなどして国際交流を図りました。
　シンガポールは多民族国家でありながら観光や産業で近年輝
かしい成長を続ける国ですが、本村では以前から同国の中高生
をホームステイで受け入れるなどなじみの深い国でもあります。今
回の訪問が初めての海外となる中学生がほとんど。４日間日本を
離れての生活となりましたが、語学力の必要性を認識するなど心
身的にもひと回りたくましく成長して全員無事に帰国しました。

古枝尾神楽が岩手県で神楽公演
　９月２〜３日、岩手県花巻市大迫町で「全国神楽大会ハヤチ
ネ2006」が開催され、古枝尾神楽保存会が神楽公演を行いま
した。この神楽大会は旧大迫町と花巻市が合併し、新花巻市
が誕生したことと、重要無形民俗文化財の国指定第１号の早池
峰神楽が、指定から30年目を迎えたことを記念して開催。地元
のほか、本村「古枝尾神楽」や北海道、東京、愛知など20団
体が招待され、２日間で１万人以上の観客が集まりました。
　岩手県は神楽や鹿踊り、鬼剣舞などの民俗芸能が盛んな土地で「民
俗芸能の宝庫」とも呼ばれています。観客も全国各地から集まり、普段
見ることができない神楽を熱心に見入っていました。古枝尾神楽公演
時には村出身者も駆け付け、神楽せり歌で盛り上げていただきました。

消防団本部が追悼式
　９月６日、上椎葉上区の台風14号被災現場で村消防団本部（中
園騰部長）主催の追悼式が行われました。役場屋上で半鐘が
鳴らされた後、集まった消防団員、周辺住民ら約40人が１年前
の災害が発生した同時刻（午前７時28分）に黙とう。また上椎
葉地区の山中重光区長が献花をするなどして３人の犠牲者の冥
福を祈りました。
　主催した中園部長は「この１年間、消防力を高めようと団員一
丸となって努力してきた。今後も地域防災の核として消防の責任
を果たしていきたい」と話し、決意を新たにしていました。

すこやか出生祝い金
　９月15日、役場村長室で「すこやか出生祝い金」の贈呈式が行わ
れ、７月〜８月に生まれた赤ちゃんとその保護者８組が出席。それぞ
れ村長からお祝いの言葉とともに祝い金の証書が手渡されました。
　本村では少子化対策として第１・第２子誕生に10万円、第３
子に50万円、第４子から100万円が贈られることになっています。
今回は第３子、第４子誕生の赤ちゃんがいましたので、５年後（定
住が条件）には50万円と100万円に利息がプラスされて受け取
ることになります。この成果が示すように合計特殊出生率では宮
崎県１位の本村。いつまでも子どもたちの元気な声が響き渡る
村であってほしいものです。

▲大勢の観客を前に椎葉神楽を披露した
「古枝尾神楽保存会」。

▲追悼式で黙とうを行う消防団や関係者。

▲村内の赤ちゃんが集まり賑やかとなった村長室。

カメラ さんぽ

▲交流したシンガポールの中学生と記念撮影。
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▲台風13号の強風で倒れてしまった収穫前の稲。

▲トルコギキョウの出荷で大忙しの三宮さん夫妻。

▲今回で60回を迎えた椎葉中体育大会。

▲多くの地域住民が参加した松尾中体育大会。

台風 13 号が接近
　９月17日、台風13号が九州に最接近し本村に災害対策本部
が置かれました。最大風速が45ｍと非常に大きな勢力で接近
したため、上椎葉上区など３地区に住む82世帯167人に避難
勧告が出されたほか、村内で400人以上の方が自主避難。１
年前の台風進路と似ていたこともあり大変心配されました。
　今回の台風13号では村内の一部の農家で収穫前の稲が倒れ
たり、幹線道路が予防規制されたりと村民の生活にも少し影
響を受けましたが、深刻となる大きな被害はありませんでし
た。しかし、県内の延岡市では台風の影響で発生した竜巻に
より死者が出るなど台風の恐ろしさを見せつけられました。

トルコギキョウの出荷始まる
　９月中旬、村内の園芸農家でトルコギキヨウの出荷が始まりま
した。大河内地区矢立営農団地で栽培に取り組む三宮司さん、
久美子さん夫妻は同20日が初出荷となりました。現在、ほかの
生産者とともに同団地にある30アールのハウスで栽培。出荷先
は主に関東方面で11月下旬まで週３日の作業が続くとのこと
です。
　熊本県から本村に生産拠点を移して９年目となり、トルコギ
キョウの栽培歴も18年目を迎える三宮さん。「毎年作っているが
栽培の難しい花。高品質の花をたくさん生産し続けて市場の信
頼を得たい」と今年は８万本の出荷を目指しています。

村内中学校で体育大会
　９月23・24日、村内２つの中学校で体育大会が行われまし
た。昨年、一昨年と台風災害の影響で中止になったり、発表
会形式に変更されたりと実質的には３年ぶりの開催となりま
した。23日、椎葉中では「風を切って走れ！椎中魂で完全燃
焼！」というスローガンのもと、生徒が一丸となって練習し
てきた徒競走や団技、熱のこもった応援合戦などを訪れた保
護者や村民に披露しました。
　また、昨年中止となった松尾中は24日、同地区公民館との
合同で開催。幼児から高齢者までが楽しめるプログラムに同
中生徒や教諭による神楽やよさこいソーラン踊りが披露され
ました。さらに全学年が出場した男子1500ｍ、女子800ｍで

は大会記録が相次いで
塗りかえられるなど、
中学生の頑張りに訪れ
た多くの方々が感動し
ていました。
　両校の中学３年生に
とっては、学校生活最
後の年にやっと完全燃
焼できる素晴らしい体
育大会となりました。

春夏秋冬　まるごと椎葉
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お 知 ら せ

す。まずはお気軽にお電話ください。
■問い合わせ先
　宮崎県労働委員会事務局
　（☎０９８５−２６−７２６２）

今年10月から新しい
障害福祉サービスが
始まります

　障害者自立支援法は、障害のある
人ができるだけ自立した生活がおく
れるように支援し、すべての人が住
み慣れた地域で安心して暮らせる社
会を実現していくための仕組みです。
　10月からは新しいサービスが加
わり、障害福祉サービスが全面的
に始まります。相談や利用のしか
たは福祉係の担当窓口にお問い合
わせください。
■10月からのおもな改正点
①自立支援給付が全面的に始まり

ます
　障害者の種類や年齢により決め
られていた医療費のしくみが一本
化され、原則１割の自己負担とな
りました。
※所得に応じた自己負担の上限額
があります。
②補装具費の支給が始まります
　補装具の購入や修理にかかる費
用の原則１割を自己負担、９割を
市区町村等が負担します。
※所得に応じた自己負担の上限額
があります。
③地域生活支援事業が始まります
　市区町村が障害者を総合的に支
援する体制をつくり、さまざまな
事業を行います。相談支援事業・
コミュニケーション支援・日常生
活用具の給付・移動支援事業など。
■問い合わせ先
　福祉保健課　福祉係
　（☎６８−７５１３）

標準営業約款制度　
｢Ｓマーク｣ をご存じ
ですか！

　標準営業約款制度は、法律で定
められた消費者（利用者）擁護に

資するための制度です。厚生労働
大臣認可の約款にしたがって営業
することを登録した ｢理容店｣、｢美
容店｣、｢クリーニング店｣、｢めん
類飲食店｣、｢一般飲食店｣ では、
店頭に｢Ｓマーク｣を掲げています。
　登録店は、技術・衛生・安全を
約束する信頼できるお店です。
■お問い合わせ先
　㈶宮崎県生活衛生営業指導センター
　（☎０９８５−２５−１４６６）

宮崎県林業技術セン
ター公開事業　　　

「森とむらのフェス
ティバル」の開催に
ついて

　県林業技術センターでは、次の
とおり「森とむらのフェスティバ
ル」を開催します。子どもから大
人まで楽しめる多彩な内容となっ
ていますので、皆さんの参加をお
待ちしています。
■日時
　平成18年10月28日（土）　10時〜
■場所
　美郷町西郷区　宮崎県林業技術

センター内
■参加費　無料
■内容
　試験研究展示、チャレンジ「樹

木博士」、高性能林業機械操作
体験、紅葉の観賞、木工教室、
つる細工教室、木炭無料配布、
うどん・シイタケ試食、ふるさ
と特産品販売　ほか）

■問い合わせ先
　宮崎県林業技術センター
　（☎０９８２−６６−２８８８）

募　　集
自衛隊生徒を募集し
ます
■募集種目　自衛隊生徒
■募集人員（全国）
　陸上 約250人

　海上　約　50人
　航空　約　50人
■資格
　中卒（見込含）17歳未満の男子
■受付期間
　平成18年11月１日〜平成19年１

月９日
■試験期日
　１次　平成19年１月13日（土）
■入（校）隊
　平成19年４月上旬
■問い合わせ先　
　自衛隊日向募集事務所
　（☎５２−６９１４）
　村総務課
　（☎６７−３２０１）

「ふるさと九州の森林」
フォトコンテスト

　「ふるさと九州の森林」フォトコン
テストでは、次のとおり作品を募集
しています。身近な里山から奥深い
山々までふるさと九州の森林へ想い
を一枚の写真に託してください。
■応募締切
　平成18年11月22日（水）必着
■応募資格
　特に制限しません。ただし、作
品は自作に限ります。
■応募規定
　撮影対象は九州・沖縄の森林に
限ります。サイズは六ツ切〜四ツ
切（白黒・ワイド・デジタル写真可）
とします。応募点数は制限しませ
んが、未発表の作品に限ります。
■作品の取扱
　入選作品の版権は、主催者に帰
属します。入選作品のネガ・ポジ
などは指定期日までに提出してい
ただきます。
■表彰
　最優秀賞１点（副賞10万円）、
優秀賞３点（副賞５万円）、入選
10点程度（副賞１万円）
■応募・問い合わせ先　
　九州森林管理局広報室
　（☎０９６−３２８−３６００）
　〒860-0081
　熊本県熊本市京町本丁2-7
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Shiiba Information

お知らせ
10月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●広報Eメールアドレス
tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●9月1日現在
　男　　1,706人（＋　1）
　女　　1,715人（−　2）
　計　　3,421人（−　1）
世帯数　1,279戸（−　2）

10月の納税について
　10月は、村県民税（３期）と国
民健康保険税（５期）の納税月で
す。期限内（10月31日）までに納
付していただきますようお願いし
ます。また、その他公共料金等も
納期内納付にご協力ください。
■問い合わせ先
　村税務住民課
　（☎６７−３２０５）

行政相談の開催に 　
ついて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
■日時
　11月14日（火）　10時〜 15時
■場所　椎葉村高齢者センター

10月は土地月間です
  国土利用計画法では、一定面積
以上の土地売買などを行った場合、
土地の権利取得者（買った方）は
契約後２週間以内に土地の所在す
る市町村長を経由して、県知事に
届け出ることが義務づけられてい
ます。（山林等も届出の対象です。）

　椎葉村では、購入した土地が
10,000㎡（１町歩）以上の面積
がある場合は必ず届出が必要です。
土地の有効利用の実現のため、村
民の皆様のご理解とご協力をお願
いします。
■問い合わせ及び届出先
　村企画観光課
　（☎６７−３２０３）

戦没者追悼式について
　椎葉村では次のとおり戦没者追悼
式を行いますので、ご遺族や関係者の
皆様は出席をよろしくお願いします。
■とき
　平成18年10月27日（金）
　受付：午前９時〜　開会：午前10時
■ところ　村開発センター
■問い合わせ先
　村福祉保健課　福祉係
　（☎６８−７５１３）

宮崎県最低賃金（地域
別）が時間額611円に
改正

　宮崎県最低賃金は、宮崎地方最
低賃金審議会で審議を重ねてきまし
たが、今年10月１日から「時間額611
円」に改正されることになりました。
　なお、最低賃金は臨時、パート、
アルバイトを含めた宮崎県内で働
く全ての労働者に適用されます。
また、産業別最低賃金については
別に審議が行われ、年内発効を予
定してます。
■問い合わせ先
　宮崎労働局労働基準部　賃金室
　（☎０９８５−３８−８８３６）

消費税納税資金の 　
備蓄を！

　納税は社会の基本的なルールで
す。特に、消費税及び地方消費税
は、消費者からの「預かり金的な
性格」を有する税金ですので、期
限内に確実に納付してください。
　納税資金の準備に当たっては、

毎日または毎月の売上げの中から、
消費税及び地方消費税に相当する
分を積み立てるなど、日ごろから
納税資金の備蓄に努めましょう。
　なお、期限内に納付がない場合
には、本税のほか、完納の日までの
延滞税も併せて納付しなければなり
ませんのでご注意ください。納税に
ついてお分かりにならないことがあ
りましたら、最寄りの納税署や税務
相談室にお気軽にお尋ねください。
■延岡税務署　管理微収部門
　（☎０９８２−３２−３３０１）

みやざき子ども教育
週間について　　　
10月15日〜 21日は

（みやざき子ども教育
週間）です。

　県では、10月15日〜 21日まで
を「みやざき子ども教育週間」と
し、 そ の 後 の 週（22日 〜 31日 ）
を含め、その期間に子どもにかか
わる行事等を行い、県民みんなで
子どもを育もうとする意識を高め
ることにしています。
　各地域においてもみんなで子ど
もの姿や活動を見つめ、地域で子
どもの健全育成の在り方について
考えてみましょう。
■問い合わせ先
　村教育委員会
　（☎６７−２８５０）

賃金や解雇などで会
社とトラブルになっ
ていませんか？

　賃金や労働時間などの労働条件
や組合活動の問題について、労使
間で自主的に解決できない場合、
宮崎県労働委員会の制度を利用さ
れてはいかがですか。
  労働委員会では、公益委員（弁
護士等）、労働者委員（労働組合役
員等）、及び使用者委員（会社役員
等）が労使紛争解決の援助に当た
ります。労働委員会は、使用者の
方も利用できます。利用は無料で

お 知 ら せ
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

尾
前　

歩あ
ゆ
み美
ち
ゃ
ん

（
鶴
ノ
平
）
賢
了
・
幸
代
さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

荒
竹　

イ
ロ
様
（
九
十
四
歳
）
竹
ノ
八
重

荒
竹　

義
雄
様
（
七
十
四
歳
）
岩
屋
戸
中

香
典
返
し

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

故　

荒
竹　

イ
ロ
様
（
竹
ノ
八
重
）

故　

荒
竹　

義
雄
様
（
岩
屋
戸
中
）

故　

甲
斐　
　

一
様
（
佐
土
ノ
谷
）

戸
籍
だ
よ
り
（
8
月
分
）

４
日　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
（
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館

午
後
８
時
〜
）

　
　
　

県
中
学
校
秋
季
体
育
大
会

　
　
　
（
〜
５
日
）

10
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
６

　
　
　
（
法
楽
祭
：
午
後
６
時
〜
）

11
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
６

　
　
　
（
〜
12
日
：
終
日
）

14
日　

３
種
混
合
予
防
接
種
（
病
院
）

15
日　

大
腸
内
視
鏡
検
査

　
　
　
（
〜
16
日　

す
こ
や
か
館
）

16
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

18
日　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
（
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館
）

21
日　

麻
疹
・
風
疹
予
防
接
種
（
病
院
）

28
日　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

　
　
　

妊
婦
相
談
・
乳
児
相
談
・
乳
児

健
診
（
す
こ
や
か
館
）

29
日　

乳
ガ
ン
検
診
・
子
宮
ガ
ン
検
診
・

骨
密
度
測
定
（
す
こ
や
か
館
）

下
旬　

椎
葉
神
楽

11
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

９
月
２
〜
３
日
に
全
国
神
楽
大
会

が
、
詩
人
宮
沢
賢
治
の
故
郷
花

巻
市
と
民
話
の
故
郷
遠
野
市
と
の
中
間

地
、
愛
宕
山
公
園
大
会
場
に
お
い
て
地

元
を
は
じ
め
全
国
か
ら
20
団
体
、
そ
し

て
椎
葉
神
楽
（
古
枝
尾
）
も
招
待
さ
れ

ま
し
た
。
大
観
衆
や
競
演
の
舞
台
で
大

神
殿
・
手
力
面
が
舞
わ
れ
、
胸
の
鼓
動

を
抑
え
子
ど
も
の
頃
耳
で
覚
え
た
「
こ

れ
ほ
ど
舞
う
の
に
囃
す
も
な
お
ら
ん

か
ー
」「
こ
れ
が
一
じ
ゃ
ろ　

名
ア
取
り

じ
ゃ
ろ
ー
」
の
囃
子
も
47
年
振
り
に
セ

リ
、感
激
の
時
で
あ
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ー

化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
古
式
豊
か
な
そ

し
て
品
の
よ
い
舞
は
会
場
で
も
大
変
な

評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
同
席
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
夜
の
打
上
（
宴
）
で
は

緊
張
も
解
れ
充
実
感
で
笑
顔
笑
顔
。

　

恒
例
の
冬
の
夜
で
も
汗
だ
く
だ
が
、

残
暑
の
中
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

主
催
岩
手
県
花
巻
市
実
行
委
員
会
の

招
待
団
体
へ
の
お
気
遣
い
に
は
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
世
話
役
引
率
の
民
俗
芸
能

博
物
館
黒
木
係
長
さ
ん
も
ご
苦
労
様

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
千
葉
県
船
橋
市　

椎
葉　

守

古
枝
尾
出
身
）

表
紙
の
写
真
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら

れ
て
。
私
は
今
ま
で
送
っ
て
い

た
だ
い
た
『
広
報
し
い
ば
』
は
全
部
保

存
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
表
紙
の
写

真
が
素
晴
ら
し
く
、
一
級
の
芸
術
品
の

様
に
思
え
る
か
ら
で
す
。
カ
メ
ラ
マ
ン

は
一
体
ど
な
た
様
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

誌
上
で
一
度
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。「
ふ

る
さ
と
の
四
季
」
と
題
し
て
表
紙
の
写

真
の
展
示
会
を
さ
れ
た
ら
面
白
い
と
思

い
ま
す
。
９
月
の
表
紙
も
実
に
素
晴
ら

し
い
！ 

魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
カ

メ
ラ
マ
ン
様
に
『
今
後
も
椎
葉
の
素
顔

を
』
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
広
島
市　

黒
木
隆
信
）
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《
特
選
》

秋
風
が
そ
っ
と
詩
集
の
ペ
ー
ジ
繰
る	

戸
辺　

好
郎

［
評
］�

詩
集
に
は
珠
玉
の
ご
と
き
言
葉
が
鏤ち

り
ばめ
ら
れ
て
い
る
。
窓
辺
の
机
に
置
か
れ
た
一

冊
。
爽
や
か
な
風
が
読
み
に
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
清
純
な
一
句
。

回
診
の
女
医
は
ま
ぶ
し
き
秋
の
蝉	

中
瀬　
　

汀

［
評
］�

回
診
と
言
え
ば
若
い
研
修
医
た
ち
を
引
き
連
れ
て
く
る
。
先
頭
に
は
颯
爽
た
る

女
医
、
そ
れ
も
ち
ょ
ぴ
り
美
人
と
来
た
。
ま
さ
に
「
ま
ぶ
し
い
」
存
在
で
あ
る
。

秋
蝉
も
囃
し
た
て
る
。

秋
高
し
石
垣
の
村
残
し
た
い	

那
須　

瑞
穂

［
評
］�

十
根
川
地
区
の
石
垣
は
国
指
定
を
受
け
て
い
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
瑞
穂

さ
ん
は
積
極
的
に
「
残
し
た
い
」
と
表
現
し
た
。
こ
れ
願
望
で
あ
り
決
意
で
も

あ
る
。
季
語
も
象
徴
し
て
い
る
。

《
入
選
》

日
本
一
の
声ひ
え
つ
き
節
日
本
大
会

を
競
う
や
里
の
秋

黒
木
八
重
子

水
害
に
も
実
る
稲
穂
に
笑
顔
か
な

　
　

〃　
　

秋
彼
岸
友
手
作
り
の
に
ご
り
酒

　
　

〃　
　

処
暑
過
ぎ
の
山
ひ
だ
の
陰
深
く
な
る

山
茶　

之
実

朝
の
草
に
じ
っ
と
潜
み
て
き
り
ぎ
り
す

　
　

〃　
　

心
地
よ
き
風
の
通
ひ
て
処
暑
と
な
る

山
本　

和
枝

ゆ
く
雲
の
静
か
に
移
り
秋
め
け
り

　
　

〃　
　

鬨
あ
げ
し
官
軍
の
地
や
虫
時
雨

那
須　
　

正

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
し
草
の
草
い
き
れ

小
丸
川
河
童

田
並
び
に
こ
ぼ
れ
灯
見
え
る
夜
長
か
な

中
瀬　
　

汀

馬
の
草
刈
り
て
木
立
で
ひ
と
涼
み

那
須　

瑞
穂

億
年
の
涯
を
思
え
り
流
れ
星

戸
辺　

好
郎

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

編
集
後
記

▼
９
月
17
日
の
台
風
13
号
接
近
の
際
に
は
、
役

場
に
24
時
間
体
制
で
待
機
し
て
対
応
に
備
え
ま

し
た
。
台
風
の
大
き
さ
か
ら
１
年
前
の
悪
夢
を

思
い
起
こ
し
ま
し
た
が
、
村
内
で
は
大
き
な
被

害
も
な
く
ひ
と
安
心
。
ま
た
中
学
校
体
育
大
会

な
ど
の
行
事
も
延
期
に
は
な
っ
た
も
の
の
翌
週

に
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

10
月
を
乗
り
切
れ
ば
３
年
ぶ
り
の
「
平
家
ま
つ

り
」
ま
で
も
う
少
し
で
す
。（
正
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

｢

み
ん
な
の
声｣

を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
椎
葉
へ
の
想

い
、｢

広
報
し
い
ば｣

の
感
想
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
の
投
稿
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
企
画
観
光
課　

｢

広
報
し
い
ば｣

係

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可 

０
９
８
２

−

６
７

−

２
８
２
５
）

　

台
風
13
号
の
影
響
で
稲
が
倒
れ
る

な
ど
少
し
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、

９
月
下
旬
か
ら
無
事
に
稲
刈
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
黄
金
色
に
実
っ
た
棚

田
は
山
の
中
で
も
ひ
と
際
輝
い
て
見

え
ま
す
。
写
真
は
松
尾
地
区
ロ
ク
ロ

集
落
か
ら
下
松
尾
集
落
付
近
を
見
た

風
景
で
す
。

今月の表紙  Cover Message

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
少
年
男
子

　

椎
葉　

巨
将
さ
ん

（
日
向
高
３
年　

椎
葉
中
卒
）

○
陸
上
競
技
少
年
男
子
Ａ
砲
丸
投

　

七
尾　
　

紘
さ
ん

（
宮
崎
高
１
年　

椎
葉
中
卒
）

　

９
月
30
日
か
ら
兵
庫
県
で
「
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
少
年
男

子
の
部
に
、
本
村
出
身
の
椎
葉
巨
将
さ

ん
が
代
表
選
手
と
し
て
出
場
。
さ
ら
に

開
会
式
で
は
宮
崎
県
選
手
団
の
旗
手
を

務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陸
上
競
技
少
年
男
子
Ａ
砲
丸

投
に
七
尾
紘
さ
ん
も
出
場
す
る
な
ど
本

村
出
身
者
が
活
躍
し
ま
し
た
。

国
体
出
場

お
め
で
と
う
！

▶
椎
葉
巨
将
さ
ん
。
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■発行／宮崎県椎葉村　☎ 0982-67-3111　
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椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
広報Eメールアドレス　tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

　スイカズラ科ガマズミ属。多くの落葉樹が一斉に
色づき始める椎葉の10月、夏まで暗かった森の中は
急に日光が差し込み明るくなります。このような落
葉樹の森の中で、薄い赤紫に紅葉し、枝先に艶やか
な赤い小さな果実をたくさんつけた高さ２〜３m、
径が２cm程の低木を見かけます。これがミヤマガ
マズミで、椎葉ではこのガマズミの仲間をすべて

「いせび・いせぶ」と呼んでいます。和名のミヤマ
は深

み や ま

山に生えると言う意で、ガマズミは噛むと酸っ
ぱい実（噛む酸

かむすみ

実）からの転訛とも言われています。
５月過ぎに30〜50個の白い小花が塊って咲きます。
葉は長さ10cm内外、幅５〜７cmの長楕円形で縁に
鋭い鋸歯があり対生します。分布は日本全国の標
高600m以上の高地に生育し、サハリンや朝鮮半島、
中国東北部にもあります。花や果実が美しく、紅葉
の上品な色合いは庭に植えても良い木です。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

ミヤマガマズミ
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未来にはばたけ！

物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」
の
商
品
紹
介

お
す
す
め
の
一
品

■
生
産
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
椎
葉
村
在
宅
障
害
者
の
福
祉
を
考
え
る

会（
楽
ら
く
村
）

■
価
格
と
内
容

「
楽
竹
炭
」
１
パ
ッ
ク
３
０
０
円

　

村
内
産
の
竹
で
作
っ
た
炭
で
す
。
炊
飯
器
で
ご
飯
と
一

緒
に
、
ま
た
ポ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
お
茶
が
美
味

し
い
と
評
判
で
す
。
ほ
か
に
も
消
臭
剤
や
入
浴
剤
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
。

「
よ
も
ぎ
の
入
浴
剤
」
１
パ
ッ
ク（
３
袋
入
）１
５
０
円

　

山
野
で
採
取
し
た
ヨ
モ
ギ
を
乾
燥
さ
せ
て
そ
の
ま
ま

パ
ッ
ク
詰
め
に
し
た
も
の
で
、
お
風
呂
の
お
湯
の
中
に
30

分
以
上
つ
け
て
お
く
と
、
緑
色
で
香
り
豊
か
な
ヨ
モ
ギ
風

呂
が
楽
し
め
ま
す
。
肌
に
や
さ
し
い
天
然
素
材
で
現
在
愛

好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
」
１
パ
ッ
ク（
２
個
入
）３
０
０
円

　

手
作
り
で
環
境
に
や
さ
し
く
、
少
々
の
油
汚
れ
な
ら
洗
剤
を

使
わ
な
く
て
も
き
れ
い
に
落
ち
る
人
気
の
商
品
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
販
売
先

椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」
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２

−
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７

−

３
１
４
４
）

「楽竹炭・
よもぎの入浴剤・
アクリルたわし」

尾前慶
けい

久
く

郎
ろう

　ちゃん
（尾前下）

平成16年10月９日生まれ
おとうさん：久一郎さん
おかあさん：慶子さん

いつも元気いっぱい！アンパンマン大好きの慶久郎。あまりにも人
なつっこいので少し心配ですが…。アンパンマンのようにたくまし
く、人に優しい子になってね。和姉ちゃんと仲良く遊びましょう！

岡村明
あ

楓
か

葉
は

　ちゃん
（下松尾）

平成16年10月26日生まれ
おとうさん：亮二さん
おかあさん：美和さん

機嫌が悪いと威
いかく

嚇する、今我が家で
一番のわりことぼうです（笑）。こ
れからもすくすく元気に育ってね！

Face in　October

椎葉　竜也さん （24歳：向山日添）

勤務先：村農林振興課臨時職員

趣　味：スポーツ・映画鑑賞

椎葉に帰ってきて半年が経
ち、こちらの生活にも徐々に
慣れてきたところです。今、
役場の臨時職員として勤務し
ています。椎葉村の一員とし
てこれからも頑張っていこう
と思っていますので、皆さん
よろしくお願いします。


